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内 容 梗 概

日本国有鉄道(以下国鉄とする)東海道新幹線列車無線電話設備は運転指令系とサービス系より構成される｡

前者は列車運転手と東京にある運転指令所間の列車運転指令回線を形成するものであり,後者ほ列車乗務員と

国鉄専用電話回線とを接続する業務電話および一般乗客と地上公衆電話加入者問を接続する公衆電話とからな

つている0今回のシステムは現在東海道線で使用されている列車電話設備の技術と経験を基礎として,さらに
新幹線小田原･綾瀬間のモデル線区に設備されたシステム試験の実績を生かしてこれを全線に延長したもので

ある0各機器は新幹線工事完成後営業運転を行なう場合に要求される高度の安定度と信煩度に十分応じられる

ものとなっている｡本文は交換無線伝送の各機器を中心とした報告である｡

示すとおりである｡

1.緒 口

新幹線列車無線設備は400Mc帯空間波を採用した点は現東海道

線の場合と同じであるが後者に比し下記の諸点で特長を有してい

る｡

(1)全トソネル内での通話を可能とした｡

(2)移動無線として初の400Mc帯SS-PM多重方式を用いた｡

(3)現在線に比し通話容量は約4倍となっている｡

(4)電界強度を安定に確保するためおよび通話閉そくをきめ細

かく行なって通話容量を増すため基地局数は東海道線の14に対

し27と約2倍になっており,小ゾーソ方式の特長をさらに生か

してある｡

(5)小ゾーン間の切り換えは東海道線でほ通話路の信号対雑音

比の比較により行なっているが,今回は列車信号に使用される地

上子により行なっている｡

交換無線および伝送の各棟器ほ昭和37年に新幹線列車通信装置

として国鉄新幹線総局のご指導のもとに日立製作所および三菱電機

株式会社の緊密な協力により製作および設備された｡本稿ではシス

テムについての言及を省き交換無線伝送に分けて各装置の説明およ

び設計基準,製作上の問題点などについて報告する｡

2.無 線 装 置

無線設備としては基地局設備,移動局設備,トンネル対策設備が

あるが,本章に述べる装置ほそのうち基地局設備に関することであ

り日立製作所では浜松基地局以東13基地局(内モデル線区2局)を

受注製作した｡舞1図に基地局の無線設備系統図を示す｡弟2図は

基地局における実装情況である｡

2.1空中線および空中線共用架

空中線は送受共用である｡置局条件により2.4m,3.Om,4.Om¢

グリッドパラボラ空中線,1段,2段60ロコーナレフレクタ空中線,

8素子八木空中線のいずれかを使用した｡基本構成としては1基地

局について空中線は2基とし,うち1基は上り方向,他は下り方向

となっている｡空中線共用装置はこれら空中線からの受信入力(ま

たは送信出力)を分岐し送受信架に供給するもので策3,4図にそ

れぞれブロックダイヤグラム,外観を示す｡分波器特性は第5図に
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第1図 基地局無線系統図

第2図 無線･伝送架実装状況(品川基地局)



新幹 線 列 車 電 話 用 交 換無 線 お よ び 伝 送 装 置 893

/ト【ノJ向空中韓

H＼-じ

卜りち■‥り′と中線

111■tう′-E力分舵比

1:1.圭′二Jll:3

∫生1芝1.1廿沌;そ謹

転二○-⊥-○-0

__′社主_→lト吐岨
主00こ00幸

___
+

1

･引.iルートnへ

第3図 空中線共用装置ブロック
ダイヤグラム
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第4囲 空中線共用架

外観図

第7図 同 軸 切 替器

第6圃 送信架外観囲

第1表 送 信 機 諸 元

項 目l 規 格

送信周波数 450～453Mcのうち指定された1波

送信周波数許容

偏差

送 信 出 力

送信出力インピ
ーダンス

送信避倍数

スプリアス輯射

変 調 入 力

変 調 方 式

標準変調度

標準変調入力

変調周波数特性

励振電力低下

変調直線性

周囲温度0～40℃,電源電圧変動±5%に対し中心周波数からの

偏差は10×10‾8以内

架上端子にて40W以上

公称50∫l

72(3×2×2×2×3)

-50dB以下

搬 送 回 線 12～44kc 75∫l±20% 不平衡

打 合 回 線 0.3～3.4kc 50‡ユ±20% 不平衝

ブリッジ形変調器によるPM

搬 送 回 線 0.7rad peak/CH

打 合 回 線 2.2rad

搬 送 回 線
-25dBm/CH

打 合 回 線 ＋8dBm

21kcを規準とし12～44kcで±0.5dB以内

各段の格子電流が20ガ低下しても出力の低下ほ25%以下

21kc5radまで直線性良好にして理想直線よりの隔たりは

±2dB以■F

変調ひずみ率
二次ひずみ率 21kc 2rad

-45dB以下

三次ひずみ率 14kc 2rad
-50dB以下

2.2 基地局用無線送信架

送信架は8CH多重送信機2台を1架に実装し,これらをⅠ号機
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第5図 送受分波若年寄性図
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第8図 無 線 架 パ ネ ル 実 装 図

に異常が生じた場合Ⅱ号機に切り換わるセット予備方式となってい

る｡葬る図はその外観である｡送信出力は現用枚側を空中線に接続

する必要があるが,この目的に新たに同軸切替器を開発した｡これ

は同軸通路を機械的に切り換えるものであるが600Mcにおける

SWRl.2以下切換時間300ms以下を得た｡外観を第7図に示す｡

架全体は後述の受信架と同様,保守の便を考慮し架上架下端子都制
■■-

御部を除き,すべてプラグイン前面実装とした｡弟8図にパネル実

装図を示す｡

2.3 送 信 轢

送信機定格諸元を舞】表にブロックダイヤグラムを弟9図に示

-133-



894 町卜榊39年5ノJ

二姓親唾白痴

106＼･｢107VlO8≡…＼･■'151V152::1-153;
＼2)く2AMP･･〉二3.仙什)】:王)‥1Mト,

l7101VlO2･㌧'1031rlO机･■105＼･･'106＼･｢107VlO8≡
りSCFilTFトHtJFF'※3 y2

;主
IT

2‡j一機

+q

ll 1N60.x､2

打伽】慨電流

第9図 送信機‾7■‾ロックダイヤグラム

第10『(a)逓 倍 部 外 観 図

第10図(b) 中 間 増 幅 部 外 観 図
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第11圃 基地局送信キャビティ構造図 第12図 受信架外観図

第10図(c) 電 力 増 幅 部 外 観 図

す｡今回送信機は保守調整の便宜上1台を逓倍部,中間増幅部,電

力増幅部の3部に分割した｡各部の外観を弟10図に示す｡電力増

幅部送信管にほ高増幅率高信煩度のセラミック封止ラジアルビーム

4極送信管4F16Rl本を用い,駆動電力4～5Wにより 450Mc

で送信出力40W以上を得ている｡送信出力キャビティ構造図を弟

11図に示す｡

本装置に実装する送信機2台ほ全く同一のものである｡統制局よ

りのリモコン指定またほ自局操作により1台を現用,1台を予備と

して使用し,その間で自動切替を行なう方式を採った｡切替原因の

発生要素としてほ,第1に送信出力半減であるが,この方法として

ほ送信出力に結合した方向性接合器出力電圧を直流増幅し継電器を

動作させるものである｡次の送信管異常電流検知にほ過電流継電器

を用いた｡また,送信管冷却用風量低下検出にほ熱リレーを用いて

いる｡

2.4 基地局用無線受信架

受信架は低群,高群の単一周波各4波を受信するため単一周波受

信政8台を1架に実装したものである｡舞12図ほその外観である｡

前述のとおり低群,高群の分離は共用架で行なうがこれらをさらに

4分岐するためトランジスタによる400Mc帯4分岐回路を設け,

これを前置増幅器として同時に実装した｡これら8通話路ほ帯域外

にある基地局指定信号(3,400′～4,150c/s)のいずれかで変調された

ものであるが,これらほ前東海道線でかなi)のレベル変動が経験さ

れたため今回は直流中継するものとし,これに対するろ波器,受信

信号器を架内に実装した｡そのほか特殊回路としては,この種UHF

空間汲列車無線においては列車走行に伴う定在波が生じ,これが原

田となって走行中局部的に50ms以下の衝撃性雑音や瞬断が発生す

ることが避けられないが,これらのパルス性妨害の対策として,各

受信鹿スケルチ回路および基地局指定信号回路には,電波が受信さ

れた場合および電波が断となった場合の応動過渡時間がそれぞれ

240～400ms,60～160msに可変設定できるタイミング回路をトラ

ソジスタ回路により構成し付加した｡

モデル線区の2局に対しては前置増幅器に電子管を使用したが,

今回は活性素子として400Mc帯回路を含め架全体を国体電子化し

た｡受信架の系統図を第1図に,架内パネル実装を弟8図に示す｡

2.5 受 信 横

受信検定格諸元を舞2表にブロックダイヤグラムを舞13図に示

す｡木枕ほ日立トランジスタを用いた全トランジスタ化二重スーパ

ーヘテロダイソ受信機で,高周波部,第1中間周波部,第2中間周

波部,弁別器部,低周波増幅部,スケルチ回路部など各回路をユニ

ット化すると同時に高周波部を除く全シートをプリント化し,各部

分がシート交換により簡単に修復できるようにし保守点検を容易な

らしめた｡スケルチ回路には前述の緩動作緩復旧トランジスタタイ

マ回路を駆動するために数msで動作するリードリレーを実装し,

これをシュミット回路で駆動し信号をパネル外部へ引き出した｡受

信機外観図を舞14図に示す｡

3.交 換 装 置

本装置は東京統制局の運転指令室と東京¶大阪間を走行する各列

¶134-
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第2表 受 信 撥 諸 元

項 目 規 格

受信周波数!412～415Mcの内指定された1波

受 信 方 式

変 調 方 式

電 波 形 式

第1中間周波数

帯2中間周波数

‾‾‾膏丁南面畜顧｢‾
披数

第1局部発振安

+萱壁___.,_
第2局部発振周

___j牢艶▼
【

第2局部発振安
定度
受信入カインピ

ーダンス

感 度

1 信■号選択度

2 信号特性

標準変調度

漂準復調出力

受信出力インピ

ーダンス

2重スーパヘテロダイソ式

水晶制御位相変調方式

F9

14.990Mc

455kc

(受信周波数Mc 一14.990加Ic)/8

0～40℃において±1×10‾5以下

(14.990＋仇455Mc)

0～40℃において±5×10‾6以下

公称50n

20dB雑音抑圧受信入力(開放)は8dB(〃Ⅴ)以下

通 過 帯 域 幅 6dB低下で24kc以上

減 衰 量 70dB低下で60kc以内

スプリアスレスポンス 70dB以上

感度抑圧効果 20dB雑音抑圧入力電圧より6dB高い希望

波入力を加えたとき,50kc以上希望渡より

離れた妨害波を加えることにより,雑音抑圧

が20dBとなるときの妨害波入力電圧80dIミ/`

以上

相互変調特性 希望波信号のない状態で相互変調を生ずる関

係(50,100kc離調)にある各妨害波を,入力

電圧65dB/∫で加えたときの雑音抑圧20dB

以下

1kc 試吸 音 2.5rad

SD 信 号 1rad(3.4～4.15kc)

1kc試験音にて受信パネル復調出力＋4dBm

600【1±30%不平衡

ひ ず み 率
1kc2.5rad変調の受信入力40dB′`を加えたとき低周波出力

十4dBmにおいて-26dB以下

周波数特性
1kcを規準とし 0･3～1kc ⊥昌dB以内

1～4.15kc ±1dB以内

車とを結ぷ運転指令用の無線電話装置を構成するものである〔本章

で述べる装置は交換,制御関係の装置であって東京統制局の指令親

電話楼および各列車に塔載される指令制御架ならびに操作盤などで

構成され,別章で述べる無線送受信機,端局装置,放送装置その他

とともに緊密な連携動作を行なうものである｡

東京統制局の運転指令室の操作盤には東京,静岡,名古見 大阪

の各地域を担当する4人の指令者と,これを総括する指令長がおり

各指令老とは担当地域の列車に対して個別呼出,【一斉呼出,また各

列車の運転台から指令老を呼び出し通話を行なうことができる｡

3.1中継方式および構成

弟15図は指令親電話機の接続系統図である｡東京,大阪間の27
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第14図 受 信 機 外 観 図

基地局は前述の4地域ごとにまとめ搬送回線を経て指令親電話機の

SWLKに収容してある｡各地域担当の指令書および指令長の操作

盤A,B,C,D,EはPOSA‥‥‥POSEを経由してCNLKのクロ

スボイントを通り,TRKに入り続いてSWLKのクロスボイントを

通って中継線と接続する構成である｡TRKは通話監視および移動

局との帯域内信号の送受による各種制御を行なうもので,通話の基

点となる装置である｡SWLKは移動局とその通話を固定する

TRKを接続するリンクで,列車の移行に伴い逐次クロスボイント

を切り換え列車を追跡する装置であi),CNLKは扱者回路とTRK

を接続し,TRKとPOSとの間の情報のやりとりを行なう装置であ

る｡操作盤は他の電力系,信号系機器とともに指令室の操作机に,

またその他の部分はCD8クロスバ標準架(2,735×956)2架に収容

し,機械室に設置されている｡

舞1d図は列車のボソネット内に塔載する移動局指令制御架の接

続系統図である｡無線送受信機および端局装置を経由してきた2チ

ャソネルの通話路は,制御架のPLKAにほいって1本の通話路に

しぼられ,別章に述べる信号架で信号の送受を行なった後再び制御

架のTRKDに接続され,運転台に設けた操作盤(弟18図)のうち進

行側に接続される方式である｡IDTCONTほ線路に沿って設けられ

た地上子から得られる情報をもとにして列車の走行位置を判断し,

アンテナ切替,電波切替,基地局指定信号の制御などを行なうもの

で,新幹線列車無線の特長的な部分である｡

この移動局装置はゲート構造の指令制御架(1,200×780)1架(弟

17図)と運転指令操作盤(弟18図)2台で構成されている｡

3.2 機 能

3.2.1通 話 範 囲

各指令老は自己の担当地域およびその両隣の地域にわたって通

読可台巨である(指令長は全地域)｡

3.2.2 列車個別呼出

各指令老は3数字の列車番号を指定して個別に呼び出し一対一

の両方向同時通話を行なうことができる｡

3.2.3 列車群呼出

地域ごとの任意の組み合わせでその地域の列車辟を呼出し指令

MEC11
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第13囲 受信棟ブロックダイヤグラム
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記号 名 称

SWLK 追跡リンク部

CNLK 才妾掛ノンク部

TIIK トランク

TRNG トランク信号部

POS 扱者通話部

PAMP ポジション増幅器

TSL トランスレータ

RG レジスタ

東京)
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運転指令操作盤
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｢

+--一父--▼--一一-⊂ミ

.iJヶ
わ 称

PJ.!(.1
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第16図 移動局指令制御突接続系統図

第17図 移動局指 令制 御架

通話を可能とする｡このとき列車からの応答は一列奉ずつプレス

トーク方式で指令着からの指令により行なわれる｡また列車で送
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束
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i+!てLく_1L吐♭ナ:丁=■†

Fl:也′1j】二.

第18図 移動局運転司令操作盤

受器を上げない場合はスピーカにより指令通話を聞くことができ

る｡

3.2.4 保留轢能および複数回線同時通話

指令老は必要に応じて回線を保留して別の回線を使用して通話

を行なうこと,および同時に複数個の回線を使って通話を行なう

ことができ,能率よく指令ができる｡

3.2.5 割 込 機 能

他台の通話中の地域に対しそれが通話可能地域であれば割り込

みができる｡

3.2.d 追 跡

各台は通話可能地域であれば列申の移行を追跡して通話を連続

でき,追跡交換は移動局より送られてくる基地局指定信号により

自動的に行なわれる｡
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3.2.7 再 呼

移動局運転席で送受器を降ろLた後,指令老が続けて通i喜一I涼ご必

要とする場合にほ‾仰平な行なうことができる｡

3.2.8 移動局発信

列Lr】二迎転舵で送受㍑詩な_卜げると,所漣のチャンネ′し(卜り列申は

1CH卜り列･如よ2CII)な使川して指令一者な呼びflけことができる｡

3.2.9 移動局緊急発信

列世運転者よF)発信しようとするとき所定のチャンネルが-‾獅-

のときは,他のチャンネルを使用して,また他のチャンネルも訪

中の場合は話中チャンネルに対して緊急発信ができる｡

3.2.10 聴 諸 株 能

列車運転席では必熱こ応じて同一地域内の他列申の指令通話を

他言,Iできる｡聴講ほスビープ=こよりテナなうが,送受語削こより行な

うこともできる｡

3.2.11そ の 他

統制ノ乃の十指令f㌻にほ列巾無線側線以外iこ地上系指1†を｢】的とし

て作ドJれた装躍の｢･†t線が収解されており,指令省は地上各所との

連綿通.了.1ができる∩ただし,列車無鰍ロ1線と地上指令l叫線との接

続は子rなj)ない｡本装掛こ収解される回線を第3表に示す∩
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3.3 接 続 概 要

3.3.1移動局地点切替動作

列申の走行に従って列車の無線

機と接続されている地上基地局を

逐次切り替える手段として,今回

は線路上に設けた地上子からの情

報を用いる新しい方式を採別して

いる｡これほ各基地局ゾーンの境

界とゾーンの中心付近に配置され

ている地上了･上を列車が通過する

ときに得られるα,β,r3種類の

情一報の組み合わせと,さF)に発車

前に決定してある‾Fり,‾‾FF)の情

報とによって列車位置を確実に識

別し,列車のアンテナ方向の切り

換え,受信電波の切り替え,基地

J胡■旨定信号の送出など列車無線電話の接続制御の根幹をなす動作

を行なわせている｡弟19図はこの動作をつかさどる指令制御架

のIDTCONT珊のブロック国である｡

3.3.2 発着信動作

本装掛こ使用する各種信り一の種別については,次草で述べてい

るので省略するが,これらの信号を用いた発着信接続動作の概要

を第20,21図に示す｡なお,信号の受信に当たっては雑音など

による諾主動作でないことを確認するために一定時間経過した後次
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3.ん1指令親電話轢

(1)線 路 条 件

l勺線側ループ祇批 点大1,200王1(電話機回路航杭を令む)

内線側漏えい抵抗

回線側インピーダソス

(2)侶 漑

(3)油訪純窮 最

滋′ト20kn(1指令台当たり)

600亡ユ の搬送回線

DC48±5V

制御矧/うで1,000c/sにこわいて1dB以

(4)漏講滞衰景

3.4.2 移動局指令制御架

(1)線 路 条 件

(2)電 源
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ハイプリソトなどを除く)

制御架内で1,000c/sにおいて60dB

以卜

指令親電話機に同じ
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DC 4nへ′6∩Ⅴ
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第23図 地■ヒ伝送【吐l線周波数配置図

4.伝 送 装 置

4.】地上伝送回線および信号伝送

4.1.1回 線 構 成

地上伝送回線は,沿線27箇所に設けられた基地局と交換制御

の中心である統制局とを結ぶためのもので,第22図に示ように

東京¶大阪間に別に設置される細心同軸回線を考慮し,この回線

を使用できない区間をケーブル搬送回線で接続することによって

構成される｡すなわち,このケーブル搬送回線は,基地局よりも

より駅(変換局と称する)または統制局までに用いられる9通話路

の回線で,これに使用される機器は,ほとんど標準の短距離搬送

第4表 各 種 信

装躍のそれな肺襲したれ 一部列車無線の特殊な変水により盆山

した点もある｡

んl.2 周波数配置

地+二伝送回線として必柴な通話路数は,終射也りごとに9凪i.1

絡でそのうち8追訴路を本来のLl的である列申との)血i.1にあて,

残りの1通話路を基地局設備の遠方監視制御および,基地后1との

間の打ち合わせ回線用に使用している｡周波数配置は弟23図に

示すように,統制局,変換局相互間は細心同軸搬送装置と基礎B

群にて接続されるのでこの周波数配列の一部を使用している｡基

地局一変換局(または統制局)方向もまた細心同軸搬送装置との

接続上基礎B群の一部を梗川し,逆方向はこれを108kcにて変

換し低群として使用している｡

4.1.3 信号の種類と用途

情報の伝送方式には大別してパルスコードカ式と多聞波力式と

がある｡列申無線電話のように移動無線系を含むシステムでは,

回線の瞬断,あるいは雑音が固定通信系よりもはるかに多く,パ

ルスコード方式では誤動作が多く,これを防止するためには,装

置が複雑化しかつ伝送時間が長くなることが考えられるので,木

システムの信号伝送は多周波信号方式によっている｡

使用される信号は機能,用途によって弟4表のように分析され

る｡

4.2 装 置

4.2.1構 成

各局を構成する装置の種類および架数は策5表のとおりであ

る｡各架とも幅520mm,奥行225mmのC.C.Ⅰ.T.T勧告規準

によった標準きょう体で,主要回路はプリント印刷されたプラグ

イン式シート上に構成されている｡架高は,統制局および変換局

装置は2,750mm,基地局装置は2,350Ⅰ℃m,中継機は660mmま

たは900mm,移動局装置は1,200mmである｡第24図に統制局

装置,弟25図に基地局装置,弟2る図に中継機,弟27図に移動

号 の 種 板,用 途

信 号 の 種 病 伝 送 方 向 一 便用周波数(c/s)

空 線 信 号 統 制 局一移 動 局 3,400

回 線 監 視 信 号

過 1付 利 御 に ′ノ

基 地 指 1††言 方

監 視 復 旧 †言 け

遠 ソテ監 視 制 御 イ言 号

回 線 監 視 信 号

(地上伝送路用)

無線電話中継扱監視信号

統 制 局一移 動 局

んト･移 動 局

移 助 局一∠蛙 地 局

故 地 た】)一統 制 局

移 動 J局一統 制

統 制 局ご基 地 局

統 制 局こl基 地 局

3,650

472.5c/sより952.5

Cノsまで15c/s間隔

にて33周波

3,400

3,550

3,700

3,850

4,000

4,150

3,400

3,650

トンネル外ブースタ→基地局

425c/sより1,955

C/sまで170c/s間
隔にて10周波

信号の用途および伝送方法

回線の重き状態を表示する｡各通話路ごとに使用する｡

多重無線回線の監視および移動局無線機の現用予備切り替えを行なわしめる｡また選択信

号のレベル変動を圧縮するための自動利得調整用の′てイロット電流としても使用する｡第

1通話路のみFこそう入されている｡

交換接続のための選択,呼出,制御などキこ使用される｡この信号は10周波1組の周波群3

組の各組より1周波づつ取り出し組み合わせることによって構成される｡また各組の上郡

にさらに1周波づつ割り当て,それらの組み合わせによって一斉呼,復旧,市坪などの信

号を構成させる｡すなわちこれらの信号ほ総数33周波数となり,その選択分線のためにリ

ードフィルタを使用している｡また回線の同期ずれの影響を除去するため,これらの伝号

は特に議場送披(2,100c/s)による従属同期方式により伝送される｡

交換指令要求,応答信号および基地局の切替追跡を行なうためのものである｡移動局より

基地局までは,電波のオー/ミリーチによる誤接続を防止するため左記の周波数を基地ごと

通話路ごとFこ割り当て使用する｡この信号は基地無線機にて受信され接点信号に変換さ

れる｡基地局から統制局までは,上記接点信号を各通話路ごとにそう入された3,400c/s

に変換し伝送される｡信号の送出形式は,無線回線は信号時および通話時送出,地上伝送

回線では無通話時送出の形をとっている｡

移動局における送受器の状態情報,列車の l二‾ト別,復け]確認ゎための信ぢ･である｡この伝

号受信器は音声による抑圧形伝写一方式を採用している｡

基地局設備の状態監視および遠方制御のために使用される｡リモコソテャソネルの打合恒1

線の上部周波数帯に重畳される｡

地上伝送路の障害を早期に検出するために使用される｡リモコソチャンネルのみにそう入

されている｡

トンネル外中継枚の障奮およびその電源障害を,音声ケーブルを使用して左記周波数の斬

およびその断続によって基地局へ伝達する｡この情報は基地局より遠方監視の一項目とし

て統制局に送られる｡
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第5表 局 別 架 構 成

立 評 論

局

統制局

架 名 焚 数 局 架

群 変 換 突

通話路変換柴

通話路信号架

遠方監視制御架

指令信号柴

トランク信号架

追跡信 号架

各

東 方(

静 的

各

各

東 京

各

東 京

静 岡

名古屋

大 阪

変換局

巾継機

基地局

名

小淋変換深さ

小 継 機

端 局 架

移動局l信 号 究

架 教

各 1

各 1

各 1

各 1

左より群変換架,通話路変換架,通話路信号架,遠方監視制御架(中間

配線架),指令信号架(指令制御架)(指令制御架)

第24図 統 制 局 装 置

ん-)信り･柴の外観を示す｡

4.2.2 装置の特長

(1)構造上の特長

装F茸の構造ほ,すでに各種トランジスタ仁王送矧掛こ適川さjtて

いるD形構造によっている｡すなわちトランジスタを主体とする

各種回路二凱姑ほ,プリント配線基板上に配置され,これらプリン

ト配線板がきょう体にプラグインされる｡プリント基板接栓(せ

ん)は,i■【佃iプリント化し特に信掛豊のノ憎締約向上に榊ノ鼓されて

いる｡

(2)梢 披数変換

基礎B群を構成するノノ法としてほ,すでに多毛端ん.)装掛こ過川

されているいわゆるⅤⅩ12方式に準じたっすなわち音/印可披数

は,各通話路の搬送波による1段変調にて9通話路群に配列され

る｡各通話路間の分離ほメカニカルフィルタによっている｡

(3)列車選択信号の分離

すでに述べたように,列車選択信けの分離には列･巨無線電.言.1シ

ステムのために目了た製作所が新しく開発した電歪(わい)音さ形

フィルタを使川している∩ この形のフイ/レタは,従来この種の】t

的に使柑されているバイプレーティングリードセレクタに比L.次

のような特長を右している｡

(i)高い選択特性が得られるとともにQの値を臼‥Ⅰに遥んで

設計できるので,所望の選択特性や立‾ら上り時間を得る

ことができる｡

機械的接点をもたないので三ll永久的寿命を有している｡

磁気回路をもたないので,いわゆるハングオンいう現象

が生じない｡また外部磁気の影響を受シ11ない｡

第28図にその外観を,弟29図に特性の¶･例を示す｡
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新 幹 線 列 車 電 話 用 交 換 無 線 お よ び 伝 送 装 匿

節6夫 統制ん)通話路変換架および群変換架の+三要性能

仏 送 ノJ式 搬送拙阻山上i‾側借波伝送方式

仁ミ送 帯 域

(kc)

交換機側

送 信 0.3～3.7

i受 信 0.3～3.7

昌二声周波数帯域

(kc)

搬送7珪流供話力

式

仁l動利得調繁

了解十部面誌面責
l

油.活路ひ‾jごみ率

二乍化 特 性

通 話 L旦Ⅰ線 0.3～3.0

打 合 回 線 0.3～2.0

ケーブル線路側

8～44

64～100

細心同軸搬端側

64～100

64～100

4kcを主発振器とする高調波発生方式使用周波数ほ下記

64,68,72,76,80,84,88,92,96,100,108kc

監視電流による自動利得調整方式

入力レベル変動±8dBに対し圧縮率0.15以■F

50dB以上

2 次ひず入 30dB以上

3 次ひずL人 40dB以_l二

第9図にホす捺狩場と路等化特性に対し偏差1dB以内

第7表 御制視監 項

動 作 項 目

送信機1弓･動作,送信枚2号動作,エンジン起動,エンジン使用

中,トンネル名,表示完‾r

lェ竺信機1邦吉苫,送信機2ゝ邦字宅,受信障害ルートⅠ,受信障害
虹 羊比唄Il■

′し-卜Ⅲ,搬送障害,搬送異軌商用屯敵異常,調掛帥三異常,

l三∴■ン矧アニンシ側臥Jニン■ノン､,鮒足'エソジン障り1ミ脱卜界,戚;日放,ブースタ障苫,フースタ電源只常,リーし

-!ン障害

制 御 墳1j

送信‾磯1ぢ▼,送信機2号,送信機障害復旧,エンジン軌】二,負荷

エンジン,負荷商用,ロックレリーズ,チェック

送信特l‡二

第8未 変換局･‾t-一株変換架の三も要性能

伝 j芸 粁 城

(kc)

耶 搬 送 綬

二草 化 柑 托

ソ･ブわァス手械蛍
巾二

∫方装 数 誌

細心同軸側 ケーブル線路側

統制局一去ヒ他局 64～100 8～44

基地局-〉統制局 64～100 64～100

外山同軸端局より108kcの〃与給を受ける

第9図に′Jミす捺準線路等化特性に対し偏差1dB以内

細心同軸側に対し70dB以上

1システムあるいほ2システム

ん2.3 梯能,定格および性能

(1)統制ノd通話路変換架および群変換先

_仁愛仕掛よ葬る表に示すとおりである｡また第30図に等化特
性む,第31図に基地局端塙架と対向して測定した周波数特性の

--･例を,第32図に日動利得調教特性の一例を示す｡

(2)統制局通話路信一せ架

?た線信一シj･(3,400c/s)および回線監視仁一せ(3,650c/s)な供給

し 基地指令信号(3,400c/s)を受信する機能をもっている｡

(3)統制局遠方監視制御失

策7表に示す手鑑祝および制御を行なうに必要な継電器群,操作

および表示盤,監三祝制御の情報を基地局に伝達するための2,635,

2,975c/sの発振語注および受信旨旨より構成されている｡また地上伝

送川根l吉監視のための3,650c/sの発振諾㍉ 受信器もまた本架に実

装されている｡

(4･)統†抑J指令信一り･朱

指令系制御欠に必要な信号の供給および受信,ならびに通話ん-1

民の政‾ご与な図るための音声の虻縮伸長の機能を有する｡

列車選択信号(472.5～952.5c/s)は,比較的高精度,高安定比

を要するので,水晶発振器よi)供給される5,072.5～5,222.5c/sま

での15c/s間隔の周波数と4,600,4,435,4,270c/sとの差周波数

によって作られる｡

(5)統制局トランク信号架

刀で

心
望
上
｢
/
＼
上
キ
三

川も群)

50

03

立
至
ギ
空
也
蒜
淋

0

臥

.り｢＼

机ノn
u
J

7.旦

4.8

2.4

0芯石

10

64L(.･

44k(･

3.63

8.45

4.23

20 30 4044 64 70

1月紙数(kc)

10

100kl

10.31

5.16

80 90 100

節30【東l田車 中 線 描
一等

化 特 性1′ズ1

如j胤抑,J粒状食掛J卜†州側郎･1j(擬似辣掛二て接続)

･････････････一 枝地J｡J

ゝ-=-X統制たJ

901

0.2 0.4 0,6 0.81.Ol.21.41.61.8 2.0 2.2 2.4 2.6 2.阜 3.0 3.2 3.4

I別皮致(kC)

第31l.実l対 向 周 波 数 特性 デ ー タ

15
-10 -5

0 +5 †10

人ナノレベル′な刺((11り

15

.第32凶
日励利和調整特性デー タ

交換糸(業務および公衆糸)御御兜に必要なイ言り一の供給二bよび

受信,ならびに通話砧質の改善をはかるための音声の圧縮伸長の

機能をもっている｡各部の機能の概略は指令信号架と同様である｡

(6)統制局追跡信号架

統制以間の追跡に必要な信号の供給および受信の機能をイ=ノて

いる｡

(7)変換局中継変換架

細心同軸回線とケーブル搬送回線との接続のため,それぞれの

伝ミ送帯域を変換する機能をもっている｡主要性能を第8表にホ
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第9表 基地局端局架搬送機部の主要性能

伝送帯域

(kc)

音声周波帯域

ケーブル線路側 無線機側

統制局→移動局 8～44 12 ～44

移動局一統制局 64～100 0.3～3.0

伝送帯域0.3～3.7

(kc) 通 話 帯 域 0.3～3.0

搬送電流供給方 各周波数ごとに独立の水晶発振力式,任用局波数は卜記

式 8,64,68,72,76,80,84,88,92,96,100kc

自動利得調整
監視電流による自動利得調整方式

入力レベル変動±8dBに対し圧縮率0.15以‾F

第9囲に示す標準線路等化特性に対し偏差1dB以内等 化 特 性

す√､

(8)中 継 機

ケーブル搬送区間に設置され,1群9通話路の通話電凍を中継

増幅して線路損失の補償をする｡中継数は第22図に示すとおり

であり,中継機は沿線に設置されたハットの中に収容されるので

無保守をたてまえに設計されている｡中継機への電源供給はもよ

i)の基地局,変換局あるいほ統制局よりケーブル心線を通して遠

ソJ供給される｡き電方式は,送電線からの誘導妨て与などを考慮し

交流き電力式が採用された｡

(9)基地局端局架

統制局から移動局向けに対してほ,低辟周波数帯のまま多重無

線機に渡し,移動局より統制局向けに対しては,通話路変換を行

なって音声周波数を高群周波数帯に変換する機能を有している｡

また基地局所定機器の状態変化を統制局に伝達し,あるいは,統

制局からの制御情報を受けて機器に状態変化を与えるための継電

器群,信号送受信部■を有している｡搬送機部の主要性能を弟9表

示す｡

(10)移動局信号突

放客電卓に塔載され接続制御に必要な各種信号の供給ならびに

登録新案弟725671号

第46巻 第5号

第10表 移動局信･ぢ･架の機能

l左 分

伝■ 供 部

帯域外信号受信

部

列車番号設定部

内 容

監視復旧信号(1,785,1,955,2,125,2,295c/s)の供給

基地指定信号(3,400,3,550,3,700,3,850,4,000,4,150c/s)

の供給

ビジイトーン(400c/s)の供給

空線信号(3,400c/s)を受信する操舵を有する

各通話路ごと実装される

情報設定盤および制御架からの情報を錮訳し列車選択信号受信部

を制御する

列車選択信弓･受

信部

副搬送波(2,100c/s)忙よって伝送された信号を原信号に復元さ

せる枚能を有する復調部,列車番号設定部の情報によりゲートを

開き列車番一別こ対応した信号のみを通過させる機能を有するリー

ドフィルク部,およびリードフィルタを通った信号を受信する受

信部より構成される

指令系に対し1鮎,交換系に対し2組実装される

受信の機能を石､している〔各部の梯能の概要ほ第10表のとおり

である｡

5.緯 口

以上概略ではあるが今回完成した東海道新幹線列車無線電話装匠

についてその構成ならびに装置を紹介した｡今回のシステムは現東

海道線に比しあらゆる点において画期的改良が施されている｡その

規模が数倍に及ぶのみならず全トンネルに対しても対策が施されて

おり,文字どおり無線伝送交換の最新の技術が駆使されたものであ

る｡大方諸賢のご批判をいただければ幸甚である｡

終わりに国鉄関係各位のご指導と三菱電機株式会社のご協力なら

びに日二1二乙製作所の関係部門のご尽力に対して深甚の謝意を表する次

第である｡
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新 案 の 紹 介

辻 洋･元 吉 ノよ 士

デ ィ
ー ゼ ル 機 関 の 吸 気 管

従束から使用されている断面形状が円形の吸気管は,その断面積

に対して要するスペースが大であり,また長方形の吸気管は,外側

から長い通しボルトにより吸気管を貫いてシリンダヘッドに取り付

けられているので,通しボルトの分だけその有効断面積が減少し,

吸気の流れを妨害していた｡そしていずれもシリンダヘッドのみに

取付けられているので,シリンダヘッドの単独取りはずしが不便で

あった｡

この考案はこれらの欠点を除いたもので,凶に示すとおり長方形

の断面をした吸気管の上下部を,植ボルトおよびナットによりそれ

ぞれシリンダヘッドおよびシリンダブロックに固定し,かつ吸気管

の上部にほ,アーア断面図に示すように切欠きを設けたものであ

る｡これによりわずかなスペースがあれば,有効断面后を減少する

ことなく吸気管の取り付けが可能となり,また上部のナットを若干

緩めるだけで,シリンダヘッドのみの単独取りほずしが可能となっ

てその点検が容易となる｡
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